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調
査
事
項

調
査
事
項

　

社
会
教
育
に
つ
い
て

調
査
年
月
日

調
査
年
月
日

　

平
成
25
年
５
月
24
日

　

平
成
25
年
８
月
26
日

　

平
成
25
年
10
月
21
日
〜
24
日

　

平
成
25
年
11
月
25
日

　

平
成
26
年
１
月
24
日 

調
査
の
概
要

調
査
の
概
要    

　

本
委
員
会
は
、
社
会
教
育
に

つ
い
て
「
第
５
次
社
会
教
育
中

期
計
画
に
つ
い
て
」「
社
会
教
育

関
係
資
料
に
つ
い
て
」「
生
涯

学
習
と
社
会
教
育
の
定
義
等
に

つ
い
て
」
等
の
資
料
に
基
づ
き

事
情
聴
取
並
び
に
先
進
地
の
実

態
把
握
の
た
め
、
島
根
県
出
雲

市
、
広
島
県
熊
野
町
の
視
察
調

査
を
実
施
し
た
。

視
察
調
査
の
概
要

視
察
調
査
の
概
要

⑴
島
根
県
出
雲
市

　

出
雲
市
は
、
島
根
県
の
東
部

に
位
置
す
る
商
工
業
都
市
で
、

平
成
17
年
３
月
22
日
に
２
市
４

町
が
合
併
し
、
更
に
平
成
23
年

10
月
１
日
に
斐
川
町
と
合
併

し
、
現
在
の
出
雲
市
が
誕
生
し

た
。「
神
話
の
国
出
雲
」と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
出

雲
大
社
な
ど
豊
富
な
歴
史
・
文

化
遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

人
口
は
約
17
万
５
千
人
で
、

人
口
減
少
と
少
子
・
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
。

　

産
業
別
就
業
者
数
は
、
第
一

次
産
業
が
全
体
の
６
．
５
％
、

第
二
次
産
業
が
26
．
３
％
、
第

三
次
産
業
が
62
．８
％
を
占
め
、

卸
売
・
小
売
業
、
製
造
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
建
設
業
が
主
な
産
業

で
あ
る
。
製
造
品
出
荷
額
は
３

千
８
１
８
億
円
と
県
全
体
の
約

４
割
を
占
め
、
ま
た
商
品
販
売

額
は
３
千
４
５
０
億
円
と
県
全

体
の
約
４
分
の

１
を
占
め
て
い

る
。

　

平
成
13
年
４

月
か
ら
、
教
育

委
員
会
組
織
の

改
革
を
断
行

し
、生
涯
学
習
、

芸
術
文
化
、
文

化
財
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
部
門

を
地
方
自
治
法

第
１
８
０
条
の

７
の
補
助
執
行

の
規
定
に
よ
り

市
長
部
局
（
文

化
環
境
部
）
へ

移
管
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
が
学
校
教
育

問
題
に
専
念
で
き
る
体
制
が
整

い
、
従
来
以
上
に
学
校
現
場
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
密

に
な
り
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。
一
方
、
生
涯
学
習
、

芸
術
文
化
、
文
化
財
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
部
門
に
つ
い
て
は
、

教
育
の
み
な
ら
ず
市
民
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、
総
合

的
な
市
行
政
の
中
で
弾
力
的
か

つ
効
率
的
に
執
行
で
き
る
体
制

と
な
り
、
市
民
の
期
待
に
応
え

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。
更
に
、
教
育
委
員
会
と

市
長
部
局
双
方
の
基
本
方
針
や

重
要
施
策
決
定
に
あ
た
っ
て
の

協
議
の
場
と
し
て
「
教
育
行
政

連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、
市

長
、
副
市
長
と
教
育
委
員
、
教

育
長
が
定
期
的
に
協
議
会
を
開

催
し
、
双
方
の
意
思
疎
通
・
調

整
を
円
滑
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
学
校
運
営
理
事
会（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）」
制

度
は
、
地
域
・
学
校
・
家
庭
の
三

者
が
教
育
活
動
等
に
対
し
、
主

体
的
・
積
極
的
に
支
援
・
協
力

す
る
と
と
も
に
、
一
体
と
な
っ

て
学
校
運
営
や
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
平
成
18
年
度
に
全

国
で
初
め
て
、
所
管
す
る
49
の

小
中
学
校
全
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
理

事
会
は
、
市
議
会
議

員
４
名
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
関
係

者
81
名
、
地
域
諸
団

体
関
係
者
２
１
１

名
、
教
育
関
係
者
３

１
８
名
、
地
元
学
校

関
係
者
１
２
５
名
の

７
３
９
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、
学
校

運
営
支
援
の
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
「
ふ
る

さ
と
教
育
推
進
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
ふ
れ
あ
い
〜
登
校
時
の
あ
い

さ
つ
運
動
な
ど

・
通
学
合
宿
〜
小
学
校
５
・
６

年
生
を
対
象
に
２
泊
３
日
の
通

学
合
宿
体
験
事
業
を
開
催
し
、

集
団
生
活
や
自
分
の
役
割
を
学

ぶ・
寺
子
屋
〜
地
域
の
方
に
「
地

域
の
先
生
」
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
習
字
、
生
け
花
、

木
工
工
作
な
ど
、
色
々
な
こ
と

を
教
わ
る
。

・
米
作
り
〜
幼
稚
園
・
小
学
校

５
年
生
を
対
象
に
、
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
ま
で
体
験
し
、
正
月

に
は
自
分
た
ち
の
作
っ
た
も
ち

島根県出雲市視察の様子

出雲市地域学校運営理事会の様子
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米
で
餅
つ
き
を
行
う
。

・
社
会
福
祉
〜
ミ
ニ
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
幼
稚
園
・
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
、
総
合
学
習

の
一
環
で
高
齢
者
と
交
流
す
る
。

　

読
書
に
つ
い
て
は
、
学
校
図

書
館
の
本
の
貸
出
や
返
却
、
書

架
の
整
理
な
ど
学
校
図
書
館
の

活
動
及
び
運
営
を
支
援
す
る
た

め
、平
成
20
年
度
か
ら
、全
て
の

小
中
学
校
に「
読
書
ヘ
ル
パ
ー
」

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
の
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、
来
館
児
童
生
徒
数
及
び

貸
出
数
が
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
出
雲
中
央
図
書
館
に
設
置

し
た
、「
出
雲
市
学
校
図
書
館
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に
よ

り
、
学
校
図
書
館
の
環
境
整
備

支
援
、
読
書
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
指

導
・
助
言
、専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
、
公
共
図
書
館
の
効
果
的

な
活
用
及
び
運
営
を
図
り
、
小

中
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
を

推
進
し
て
い
る
。

⑵
広
島
県
熊
野
町

　

熊
野
町
は
、
広

島
県
西
部
に
位
置

し
、
広
島
市
か
ら

東
南
へ
約
12
㎞
の

地
点
に
あ
り
、
江

戸
時
代
か
ら
伝
わ

る
筆
の
製
造
を
産

業
の
中
心
と
し
て

栄
え
て
き
た
。
平

成
23
年
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
優
勝

し
た
「
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
」
の
国

民
栄
誉
賞
の
副
賞

と
し
て
化
粧
筆
が

採
用
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
ま
で
に

も
増
し
て
「
筆
の

都
」
と
し
て
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
42
年
の
県

営
団
地
の
造
成
を

契
機
に
、
広
島
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
急
激
な
宅
地
化
が

進
み
、
転
入
者
が
急
増
し
た
。

昭
和
40
年
か
ら
昭
和
50
年
の
10

年
間
に
人
口
は
２
倍
以
上
に
増

加
し
、
都
市
化
が
急
速
に
進
展

し
て
き
た
。
人
口
は
、
平
成
12

年
の
約
２
万
５
千
４
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
、
現
在
は
約
２
万
４

千
５
０
０
人
と
減
少
傾
向
に
あ

る
。

　

産
業
別
就
業
者
数
は
、
第
一

次
産
業
が
全
体
の
１
．
８
％
、

第
二
次
産
業
が
35
．
４
％
、
第

三
次
産
業
が
60
．４
％
を
占
め
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、
運
輸
・

情
報
通
信
業
、
卸
売
・
小
売
業

が
主
な
産
業
で
あ
る
。

　

西
公
民
館
は
、
永
年
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
い
る
三
世
代
交

流
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
20

年
度
優
良
公
民
館
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い

る
。

　

平
成
24
年
度
の
西
公
民
館
の

活
動
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

・
開
館
日
数　
　
　

３
４
５
日

・
主
催
事
業　

　

実
施
数　
　
　
　

１
３
９
回

　

参
加
者
数　

３
千
７
９
１
人

・
自
主
活
動　

　

登
録
グ
ル
ー
プ
数　

61
団
体

　

登
録
者
数　
　
　

８
５
３
人

・
年
間
活
動
件
数
２
千
３
１
３

件　
　
　
　
（
１
日
平
均
７
件
）

・
年
間
利
用
者
数
３
万
７
２
８

人　
　
　
　
（
１
日
平
均
90
人
）

・
主
な
事
業

　

三
世
代
交
流
会
（
も
ち
つ
き

大
会
）
〜
児
童
生
徒
の
参
加
者

約
１
０
０
人
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
〜
来
客
80
〜
１
０
０

人
、
西
公
民
館
ま
つ
り
〜
ビ
ン

ゴ
大
会
・
芸
能
発
表
・
バ
ザ
ー
な

ど
、
読
書
の
広
場
〜
読
み
聞
か

せ
活
動
（
毎
月
２
回
開
催
）、夏

休
み
子
ど
も
講
座
〜
小
学
生
を

対
象
に
習
字
・
絵
画
な
ど
13
教

室
、
く
ま
の
子
ど
も
将
棋
教
室

〜
毎
月
２
回
開
催
、
シ
ル
バ
ー

カ
レ
ッ
ジ
〜
毎
月
１
回
開
催

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
殆
ど
を
住

民
が
組
織
し
た
実
行
委
員
会
等

で
、
自
ら
が
企
画
・
運
営
し
て

い
る
。
住
民
が
行
政
に
依
存
せ

ず
、
各
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

が
自
立
し
、
そ
の
結
果
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
意
識
も
高
く
、
各
事

業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
。

　

書
道
の
取
り
組
み
は
、
小
学広島県熊野町視察の様子

地域学校運営理事会制度（コミュニティ・スクール）は
地域の思いや願いを学校運営に反映させる仕組です！

出雲市教育委員会

島根県教育委員会

◆学校の指定

◆理事の任命

教職員の人事の
決定（地域学校
運営理事会の意
見を尊重）

地域や保護者の皆さん、
校長、教職員など

地域学校運営理事会 学　　校

説明
承認
説明
意見

依頼
評価

学校運営の
基本方針

学校運営
教育活動

学校評価

地域や保護者の皆さん

理 事　各校15人以内

コミュニティ・スクール

意見

地
域
学
校
運
営
理
事
会

制
度
に
つ
い
て

地
域
学
校
運
営
理
事
会

の
役
割

学校運営に
関する意見

教職員の人事
に関する意見
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校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）
に

書
道
科
を
導
入
し
て
い
る
。
導

入
の
目
的
は
、
書
道
を
通
し
て

① 

「
筆
の
町
熊
野
」を
知
っ
て
も

ら
い
た
い

② 

文
字
を
書
く
「
技
」（
例
え

ば
、
書
き
順
、
は
ね
、
バ
ラ

ン
ス
な
ど
）
を
学
ば
せ
た
い

③ 

小
学
校
３
年
生
か
ら
学
ぶ

「
書
写
」へ
の
円
滑
な
移
行
を

図
り
た
い

④
学
習
規
律
を
学
ば
せ
た
い

⑤ 

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
図

り
た
い

の
５
点
と
し
て
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
が
小
学
校
全
学
年
、
ひ

い
て
は
中
学
校
に
も
波
及
す
る

こ
と
を
願
っ
て
、
小
学
校
教
員

に
は
、
全
員
を
対
象
と
し
た
実

技
研
修
会
を
年
２
回
実
施
し
、

中
学
校
教
諭
に
は
機
会
あ
る
ご

と
に
導
入
の
意
義
や
目
的
を
説

明
し
、
学
習
規
律
の
確
立
の
啓

発
に
努
め
て
い
る
。
古
く
か
ら

書
画
の
啓
発
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
「
全
国
書
画
展
覧
会
」

は
、
平
成
24
年
度
に
第
80
回
を

数
え
、
応
募
総
数
17
万
６
０
１

点
で
、
全
国
的
に
も
大
き
な
展

覧
会
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

読
書
の
取
り
組
み
は
、
平
成

14
年
度
か
ら
小
中
学
校
全
６
校

一
斉
に
「
朝
の
読
書
＝
朝
読
」

が
始
ま
り
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
、
家
族
の
絆
を
深
め
、
言
葉

の
力
や
想
像
力
を
豊
か
に
し
た

い
と
考
え
、
家
族
と
本
を
読
も

う
と
い
う
活
動
の
「
家
読
（
う

ち
ど
く
）」に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。「
家
族
で
本
を
読
み
ま
し
ょ

う
」
と
勧
め
る
だ
け
で
は
、
実

際
の
読
書
行
動
に
は
結
び
付
き

に
く
い
の
で
、「
熊
野
っ
子
の

家
読
ノ
ー
ト
」
を
対
象
者
の
０

歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
に

配
布
し
て
い
る
。「
家
読
」
の

定
義
付
け
は
、
週
２
回
、
15
分

間
、
子
ど
も
と
家
庭
の
誰
か
が

同
じ
本
を
読
む
。
読
ん
だ
ら
本

の
名
前
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
記
入

す
る
。
こ
の
「
家
読
」
に
取
り

組
む
自
治
体
や
学
校
が
次
第
に

増
加
し
て
お
り
、
平
成
26
年
夏

に
は
「
全
国
家
読
サ
ミ
ッ
ト
」

が
熊
野
町
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

所

見

所

見

　

社
会
教
育
は
、
平
成
22
年
に

策
定
し
た
「
第
５
次
社
会
教
育

中
期
計
画
」
に
沿
っ
て
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
中
期
計
画

に
掲
げ
る
事
業
の
中
に
は
、
時

代
に
そ
ぐ
わ
な
い
事
業
や
整
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
も

あ
り
、
計
画
の
見
直
し
を
含
め

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

各
種
社
会
教
育
団
体
は
、
後

継
者
の
育
成
、
団
体
の
解
散
や

活
動
し
て
い
る
方
々
の
減
少
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
特
に

後
継
者
育
成
は
、
早
急
に
対
処

し
て
い
か
な
い
と
組
織
自
体
が

潰
れ
て
い
く
状
況
に
あ
り
、
抜

本
的
な
対
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

　

郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承
は
、

学
校
統
廃
合
や
地
域
の
事
情
に

よ
り
、
取
り
ま
く
環
境
は
一
層

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

芸
能
保
存
団
体
連
絡
協
議
会
や

各
保
存
会
と
の
連
携
を
強
化

し
、
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承

に
努
力
さ
れ
た
い
。
一
部
の
郷

土
芸
能
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
全
町
民
を
対
象

に
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
講
習

会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
学
校

単
位
や
地
域
に
出
向
い
て
の
講

習
会
開
催
な
ど
、
よ
り
一
層
の

対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
児
童
生
徒
の
体
力

は
、
全
国
で
最
低
ラ
ン
ク
に
位

置
づ
け
さ
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
が
、
松
前
町
に
お
い
て

は
、
小
学
５
年
生
男
女
で
全
国

平
均
、
全
道
平
均
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
中

学
２
年
生
の
男
女
で
は
、
全
道

平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
根
本
的
な

問
題
で
あ
る
が
、
歩
く
こ
と
に

よ
り
自
然
に
養
わ
れ
て
き
た
基

礎
体
力
が
、
児
童
生
徒
の
通
学

を
家
族
が
車
で
送
迎
す
る
よ
う

な
状
況
で
あ
れ
ば
、
基
礎
体
力

が
養
わ
れ
な
い
と
考
え
る
。
例

え
ば
、
児
童
生
徒
に
万
歩
計
を

貸
与
し
、
目
標
を
持
た
せ
な
が

ら
お
互
い
に
競
争
意
識
を
養
う

こ
と
な
ど
も
、
一
つ
の
方
法
で

あ
る
。
児
童
生
徒
の
体
力
向
上

は
、
基
本
的
に
は
学
校
の
授
業

の
中
で
行
う
の
が
基
本
で
あ
る

が
、
こ
の
様
な
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
に
捉
わ
れ
ず
、
教
育
委

員
会
全
体
と
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　

読
書
の
取
り
組
み
は
、
町
立

図
書
館
の
運
営
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
、
学
校
図
書
へ
の

支
援
、
読
み
聞
か
せ
活
動
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
が
、
視
察
調
査
先
の
出
雲
市

や
熊
野
町
の
取
り
組
み
を
参
考

と
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
取

り
組
み
に
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

社
会
教
育
事
業
に
お
い
て
、

直
接
的
に
町
民
が
関
わ
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
視
察
調
査
先
の

熊
野
町
の
取
り
組
み
の
様
な
、

自
ら
が
企
画
・
運
営
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
従
来

の
形
に
捉
わ
れ
な
い
、
町
民
主

導
の
社
会
教
育
事
業
を
定
着
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
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